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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第３区分
【発行日】平成25年12月19日(2013.12.19)

【公表番号】特表2013-509494(P2013-509494A)
【公表日】平成25年3月14日(2013.3.14)
【年通号数】公開・登録公報2013-013
【出願番号】特願2012-537937(P2012-537937)
【国際特許分類】
   Ｃ０８Ｌ  67/02     (2006.01)
   Ｃ０８Ｌ  23/26     (2006.01)
   Ｃ０８Ｌ  23/08     (2006.01)
   Ｃ０８Ｊ   3/20     (2006.01)
   Ｃ０８Ｇ  63/183    (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ０８Ｌ  67/02    　　　　
   Ｃ０８Ｌ  23/26    　　　　
   Ｃ０８Ｌ  23/08    　　　　
   Ｃ０８Ｊ   3/20    ＣＦＤＺ
   Ｃ０８Ｇ  63/183   　　　　

【手続補正書】
【提出日】平成25年10月31日(2013.10.31)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　（Ａ）
（ａ－１）ポリ（トリメチレンテレフタレート）ホモポリマーまたはコポリマー樹脂；
（ａ－２）０．１～４重量％の１種以上のアイオノマーポリマーまたは１種以上のアイオ
ノマーポリマーと酸コポリマーとの組み合わせ；ならびに
（ａ－３）任意選択で、０．１～２０重量パーセントの、前記（ａ－１）以外の熱可塑性
ポリマー、滑剤、流れ調整剤、可塑剤、熱安定剤、酸化防止剤、染料、顔料、およびＵＶ
安定剤からなる群より選択される１種以上の有機添加剤
を含む第１の成分を溶融ブレンドして第１の溶融ブレンドを供給する工程であって、（ａ
－２）および（ａ－３）の前記重量パーセントは、（ａ－１）、（ａ－２）および（ａ－
３）の総重量に基づいている、工程と、
（Ｂ）
ｂ－１）約０．５～約５重量パーセントの、式Ｅ／Ｘ／Ｙのエチレンコポリマーからなる
群より選択される１種以上のグループＢポリマー強化剤
　［式中：
　　Ｅは、エチレンから形成されるラジカルであり；
　　Ｘは、
　　　ＣＨ2＝ＣＨ（Ｒ1）－Ｃ（Ｏ）－ＯＲ2

　　　（ここで、Ｒ1は、Ｈ、ＣＨ3またはＣ2Ｈ5であり、Ｒ2は、１個～８個の炭素原子
を有するアルキル基である）；
　　　酢酸ビニル；およびそれらの混合物から形成される基からなる群より選択され；
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　　　Ｘは、Ｅ／Ｘ／Ｙコポリマーの０～５０重量％を構成し；
　　　Ｙは、一酸化炭素、二酸化硫黄、アクリロニトリル、無水マレイン酸、マレイン酸
ジエステル、（メタ）アクリル酸、マレイン酸、マレイン酸モノエステル、イタコン酸、
フマル酸、フマル酸モノエステルおよび以上の各酸の塩、グリシジルアクリレート、グリ
シジルメタクリレート、ならびにグリシジルビニルエーテルからなる群より選択されるモ
ノマーから形成される１種以上の基であり：Ｙは、前記Ｅ／Ｘ／Ｙコポリマーの０．５～
３５重量％であり、そしてＥは、残りの重量パーセントであり、前記Ｅ／Ｘ／Ｙコポリマ
ーの４０～９０重量パーセントを構成するものであるが；但し、Ｙは、無水マレイン酸、
（メタ）アクリル酸、マレイン酸、マレイン酸モノエステル、イタコン酸、フマル酸、フ
マル酸モノエステル、以上の各酸の塩、ならびにグリシジルアクリレート、グリシジルメ
タクリレート、およびグリシジルビニルエーテルからなる群より選択されるモノマーから
形成される基を少なくとも１つ含まなければならない］；
ｂ－２）任意選択で、ポリ（トリメチレンテレフタレート）ホモポリマーまたはコポリマ
ー樹脂、アイオノマーポリマーおよび酸コポリマーの群から選択される１種以上の樹脂；
ｂ－３）任意選択で、前記（ａ－１）以外の熱可塑性ポリマー、滑剤、流れ調整剤、可塑
剤、熱安定剤、酸化防止剤、染料、顔料、およびＵＶ安定剤からなる群より選択される１
種以上の有機添加剤
を含む第２の成分と、前記第１の溶融ブレンドとを溶融ブレンドして第２の溶融ブレンド
を供給する工程であって、（ｂ－１）の前記重量パーセントは、（ａ－１）、（ａ－２）
、（ａ－３）、（ｂ－１）、（ｂ－２）、および（ｂ－３）の総重量に基づいている、工
程と
を含む方法。
【請求項２】
　前記第１の溶融ブレンドにおいて、前記１種以上のアイオノマーポリマーまたは１種以
上のアイオノマーポリマーと酸コポリマーとの組み合わせは、Ｃ3～Ｃ8カルボン酸反復単
位を有しており、各アイオノマーおよび酸コポリマーは：
　　成分（ａ－１）、（ａ－２）および（ａ－３）の重量に基づく重量パーセントＷ；
　　各アイオノマーポリマーまたは酸コポリマーの重量に基づくＣ3～Ｃ8カルボン酸反復
単位の重量分率Ｚ；ならびに
　　０～１．０の任意の値に等しい中和率Ｎ
を有しており、
　　前記中和率Ｎは、前記アイオノマーおよび酸コポリマー中の全カルボン酸反復単位に
基づくアルカリ金属塩として中和された前記カルボン酸反復単位のモル分率であり；そし
て前記第１の溶融ブレンドは、４～約１４のアルカリカルボン酸塩ファクターＡＣＦを有
しており；前記ＡＣＦは、式：
ＡＣＦ＝Σa-i［（Ｗ・Ｚ・Ｎ）a-i（Ｗ・Ｎ）a-i・１００／Σa-i（Ｗ）a-i］
によって定義されるものである、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記第１の成分を溶融ブレンドする工程はグループＢポリマー強化剤を含まないことを
条件とする、請求項１に記載の方法。
【請求項４】
　請求項１に記載の第２の溶融ブレンドを含む成形品。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１１０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１１０】
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【表１】

　本出願は、特許請求の範囲に記載の発明を含め、以下の発明を包含する。
（１）　（Ａ）
（ａ－１）ポリ（トリメチレンテレフタレート）ホモポリマーまたはコポリマー樹脂；
（ａ－２）０．１～４重量％の１種以上のアイオノマーポリマーまたは１種以上のアイオ
ノマーポリマーと酸コポリマーとの組み合わせ；ならびに
（ａ－３）任意選択で、０．１～２０重量パーセントの、前記（ａ－１）以外の熱可塑性
ポリマー、滑剤、流れ調整剤、可塑剤、熱安定剤、酸化防止剤、染料、顔料、およびＵＶ
安定剤からなる群より選択される１種以上の有機添加剤
を含む第１の成分を溶融ブレンドして第１の溶融ブレンドを供給する工程であって、（ａ
－２）および（ａ－３）の前記重量パーセントは、（ａ－１）、（ａ－２）および（ａ－
３）の総重量に基づいている、工程と、
（Ｂ）
ｂ－１）約０．５～約５重量パーセントの、式Ｅ／Ｘ／Ｙのエチレンコポリマーからなる
群より選択される１種以上のグループＢポリマー強化剤
　［式中：
　　Ｅは、エチレンから形成されるラジカルであり；
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　　Ｘは、
　　　ＣＨ2＝ＣＨ（Ｒ1）－Ｃ（Ｏ）－ＯＲ2

　　　（ここで、Ｒ1は、Ｈ、ＣＨ3またはＣ2Ｈ5であり、Ｒ2は、１個～８個の炭素原子
を有するアルキル基である）；
　　　酢酸ビニル；およびそれらの混合物から形成される基からなる群より選択され；
　　　Ｘは、Ｅ／Ｘ／Ｙコポリマーの０～５０重量％を構成し；
　　　Ｙは、一酸化炭素、二酸化硫黄、アクリロニトリル、無水マレイン酸、マレイン酸
ジエステル、（メタ）アクリル酸、マレイン酸、マレイン酸モノエステル、イタコン酸、
フマル酸、フマル酸モノエステルおよび以上の各酸の塩、グリシジルアクリレート、グリ
シジルメタクリレート、ならびにグリシジルビニルエーテルからなる群より選択されるモ
ノマーから形成される１種以上の基であり：Ｙは、前記Ｅ／Ｘ／Ｙコポリマーの０．５～
３５重量％であり、そしてＥは、残りの重量パーセントであり、前記Ｅ／Ｘ／Ｙコポリマ
ーの４０～９０重量パーセントを構成するものであるが；但し、Ｙは、無水マレイン酸、
（メタ）アクリル酸、マレイン酸、マレイン酸モノエステル、イタコン酸、フマル酸、フ
マル酸モノエステル、以上の各酸の塩、ならびにグリシジルアクリレート、グリシジルメ
タクリレート、およびグリシジルビニルエーテルからなる群より選択されるモノマーから
形成される基を少なくとも１つ含まなければならない］；
ｂ－２）任意選択で、ポリ（トリメチレンテレフタレート）ホモポリマーまたはコポリマ
ー樹脂、アイオノマーポリマーおよび酸コポリマーの群から選択される１種以上の樹脂；
ｂ－３）任意選択で、前記（ａ－１）以外の熱可塑性ポリマー、滑剤、流れ調整剤、可塑
剤、熱安定剤、酸化防止剤、染料、顔料、およびＵＶ安定剤からなる群より選択される１
種以上の有機添加剤
を含む第２の成分と、前記第１の溶融ブレンドとを溶融ブレンドして第２の溶融ブレンド
を供給する工程であって、（ｂ－１）の前記重量パーセントは、（ａ－１）、（ａ－２）
、（ａ－３）、（ｂ－１）、（ｂ－２）、および（ｂ－３）の総重量に基づいている、工
程と
を含む方法。
（２）　前記第１の溶融ブレンドにおいて、前記１種以上のアイオノマーポリマーまたは
１種以上のアイオノマーポリマーと酸コポリマーとの組み合わせは、Ｃ3～Ｃ8カルボン酸
反復単位を有しており、各アイオノマーおよび酸コポリマーは：
　　成分（ａ－１）、（ａ－２）および（ａ－３）の重量に基づく重量パーセントＷ；
　　各アイオノマーポリマーまたは酸コポリマーの重量に基づくＣ3～Ｃ8カルボン酸反復
単位の重量分率Ｚ；ならびに
　　０～１．０の任意の値に等しい中和率Ｎ
を有しており、
　　前記中和率Ｎは、前記アイオノマーおよび酸コポリマー中の全カルボン酸反復単位に
基づくアルカリ金属塩として中和された前記カルボン酸反復単位のモル分率であり；そし
て前記第１の溶融ブレンドは、４～約１４のアルカリカルボン酸塩ファクターＡＣＦを有
しており；前記ＡＣＦは、式：
ＡＣＦ＝Σa-i［（Ｗ・Ｚ・Ｎ）a-i（Ｗ・Ｎ）a-i・１００／Σa-i（Ｗ）a-i］
によって定義されるものである、（１）に記載の方法。
（３）　前記第１の成分を溶融ブレンドする工程はグループＢポリマー強化剤を含まない
ことを条件とする、（１）に記載の方法。
（４）　前記第２の溶融ブレンドが、メルトクエンチした試料から１０℃／分の走査速度
で示差走査熱分析により測定される場合に５Ｊ／ｇ未満の再結晶ピークを示す、（１）に
記載の方法。
（５）　前記ポリ（トリメチレンテレフタレート）ホモポリマーまたはコポリマーが、ポ
リ（トリメチレンテレフタレート）反復単位および末端基を含み、前記ポリ（トリメチレ
ンテレフタレートホモポリマーまたはコポリマーは、核磁気共鳴分析により測定される場
合に、前記ポリ（トリメチレンテレフタレート）反復単位および環状ダイマーの重量に基



(5) JP 2013-509494 A5 2013.12.19

づき１．１重量％以下の環状ダイマー含有量を有しており；そして前記ポリ（トリメチレ
ンテレフタレート）ホモポリマーまたはコポリマーは、０．８０～約２．００ｄＬ／ｇの
固有粘度を有している、（１）に記載の方法。
（６）　前記１種以上のアイオノマーポリマーが、エチレン／メタクリル酸コポリマーの
重量に基づき約５～２５重量％のメタクリル酸反復単位を有するエチレン／メタクリル酸
コポリマーを含む、（１）に記載の方法。
（７）　前記１種以上のグループＢポリマー強化剤が、Ｙがグリシジルアクリレート、グ
リシジルメタクリレート、およびグリシジルビニルエーテルを含む、前記式Ｅ／Ｘ／Ｙの
エチレンコポリマーからなる群より選択される、（１）に記載の方法。
（８）　（１）に記載の第２の溶融ブレンドを含む成形品。
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